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　広報ひだか2012.5月号 2

歳 入 地方交付税（47.0%）
1,557,125

町税（19.6%）
650,753

繰入金（6.4%）
213,535

分担金・負担金
使用料・手数料
財産収入・寄附金
繰越金・諸収入（7.0%）
230,287

国庫支出金（6.1%）
203,402 県支出金（5.7%）

190,074

地方譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金など（3.1%）
103,300町債（5.1%）

168,500

依存財源（67.0%）
22億2,240万1千円

歳 出 

予備費（0.2%）
7,000

議会費（2.3%）
77,778

総務費（13.1%）
434,812

民生費（33.6%）
1,115,724

衛生費（11.4%）
378,937

※一般会計予算をもとに、平成24年3月末の人口7,809人で試算しています。

農林水産業費（9.5%）
313,872商工費（1.7%）

55,005

土木費（3.9%）
128,606

消防費（4.7%）
156,224

災害復旧費（0.1%）
2,100

教育費（8.4%）
279,291 公債費（11.1%）

367,627

町民１人あたりでは… 

総務費
　…  55,680円
民生費
　… 142,877円
衛生費
　…  48,526円
農林水産業費
　…  40,194円
土木費
　…  16,469円
消防費
　…  20,006円
教育費
　…  35,765円
公債費
　…  47,077円
その他
　…  18,169円

使われるお金 
（見込額） 

83,334円 424,763円

お納めいただく町税 
（見込額） 

人件費
（23.3%）
772,152

物件費
（21.6%）
717,850

補助費等
（14.5%）
479,935

扶助費
（10.8%）
359,145

維持補修費
（0.7%）
24,379

予備費
（0.2%）
7,000

繰出金
（13.5%）
447,636

積立金
（0.0%）
400

公債費
（11.1%）
367,627

普通建設事業費
（4.2%）
138,752

災害復旧事業費
（0.1%）
2,100

投資的
経費

消　
　
費
　

　

的　
　

経　
　

費
 

自主財源（33.0%）
10億9,457万5千円

海と緑と人が結び合う 笑顔あふれる定住拠点 
“ みんなの日高 ” 

特　　別　　会　　計 

9億2,822万5千円

3,628万2千円

3億1,318万8千円

6億6,854万円

1億6,737万7千円

21億1,361万2千円

予　　算　　額 会　　計　　名 

計 

国民健康保険特別会計

土 地 取 得 特 別 会 計

下水道事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

収　益　的　収　入 
収　益　的　支　出 
資　本　的　支　出 

2億440万円

2億440万円

1億1,751万2千円

水　道　事　業　会　計　予　算　額 

54億3,059万円平成24年度
予算総額

平成24年度 主要施策と予算額

◆子ども医療費の無料化（0歳児～中学校3年生）・・・・ 33,600
◆児童手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 142,000
◆保育所運営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 223,876
◆広域入所負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 32,400
◆病児病後児保育負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 606
◆病児病後児保育所建設補助金・・・・・・・・・・・・・1,277
◆ひとり親家庭医療費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,200
◆妊婦医療費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,400
◆学童保育所運営（定員60人）・・・・・・・・・・・・・ 12,021
◆妊婦健康診査費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8,096
◆小中学校空調設備設置調査・・・・・・・・・・・・・・・7,876
◆学校給食費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 68,251

◆LED防犯灯導入工事（100基）・・・・・・・・・・・・・2,730
◆予防接種事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31,108
　ヒブワクチン、肺炎球菌ワクチン、子宮頸がんワクチン等
◆阿尾湿地環境保全事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10,482
◆小規模土地改良事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,090
◆橋梁長寿命化事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40,000
◆町道改良（内ノ畑線）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10,554
◆町税等のコンビニ収納開始のためのシステム改修・・・・8,400

少子化対策・子育て環境の充実

その他の施策

◆ため池等整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10,495
　小池地区寺谷池、小坂地区奥山池、柏地区大谷池
◆漁港施設整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18,481
　田杭海岸　陸閘1基
◆急傾斜地崩壊対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,037
◆木造住宅耐震診断・補強設計・改修・・・・・・・ 3,836
◆耐震診断（老人憩いの家、小浦公民館）・・・・ 3,600
◆防災行政無線デジタル化整備設計・・・・・・・・・ 6,605
◆衛星電話の配備（小杭、方杭、田杭）・・・・・・・ 1,343
◆防災頭巾、ライフジャケットの配備・・・・・・・・・・・ 4,689
　防災頭巾：各保育所・小・中学校、ライフジャケット：比井小
◆防災情報等の地デジ・データ放送の開始・・・・・ 105
◆配水池等耐震診断・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27,153
◆給水活動用給水タンク配備・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,688

◆高齢者外出支援試行事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9,119
◆配食サービス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,586

◆有害鳥獣捕獲報償金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7,593
◆有害鳥獣対策備品購入（電動ガン等）・・・・・ 1,150
◆農作物鳥獣害防止対策促進事業補助金・・ 7,064

東南海・南海地震に備えた防災対策

高齢化対策の充実と買い物弱者支援

鳥獣害対策の強化

（単位：千円）

一般会計＋特別会計 平成24年度 一般会計予算（33億1,697万6千円）の構成図
（単位：千円） 

公　営　企　業　会　計 

歳出の 
性質別 
内　訳 
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施政方針

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

　
　
　
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

　

私
の
所
信
の
一
端
と
新
年
度
の
主
な
施
策
の
概
要
を
申
し
上
げ
、町
民
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
国
の
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
は
、地
方
交
付
税
が
ほ
ぼ
昨
年
度
並
み
で
は
あ
る
も
の
の
４
年
連
続
で
増
額
と
な
り
、一
方
、臨
時
財
政
対

策
債
は
、微
減
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
を
合
わ
せ
た
実
質
的
な
地
方
交
付
税
額
は
、ほ
ぼ
昨
年
度
な
み
の
微
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
臨
時
財
政
対
策
債
が
減
額
と
な
る
一
方
で
、地
方
交
付
税
が
増
額
と
な
る
こ
と
で
、質
的
な
改
善
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、日
高
町
へ

の
影
響
は
約
３
千
万
円
が
減
額
す
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
方
交
付
税
の
増
額
は
、厳
し
い
経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え
た
短
期
的
な
措
置
の
部
分
も
あ
り
、こ
の
交
付
規
模
が
将
来
的
に
約
束
さ
れ
た
も
の

で
な
い
こ
と
か
ら
、楽
観
視
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、町
税
は
平
成
20
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
や
地
籍
調
査
の
完
了
に
よ
る
固
定
資
産
へ
の
反
映
な
ど
に
よ
り
、増
収
に
転
じ
る
見
通
し
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、増
収
額
は
３
千
万
円
程
度
と
試
算
し
て
お
り
、実
質
交
付
税
の
減
収
と
相
殺
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
堅
実
な
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、公
共
投
資
は
、こ
れ
ま
で
も
三
位
一
体
改
革
や
経
済
情
勢
に
よ
り
町
財
政
へ
の
大
き
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、住
民
生
活
の
向
上
を
図
る
た

め
、道
路
や
漁
港
、ほ
場
、上
下
水
道
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
結
果
、社
会
基
盤
整
備
は
整
い
つ
つ
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。し
か

し
な
が
ら
、依
然
と
し
て
防
災
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、高
齢
者
対
策
、子
育
て
支
援
は
、な
お
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、さ
ら
に
農
林
業

に
お
け
る
鳥
獣
害
対
策
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
果
敢
に
遂
行
し
て
き
た
行
財

政
改
革
を
継
続
し
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、一
般
会
計
予
算
規
模
は
、33
億
１
千
６
９
７
万
６
千
円
、前
年
度
比
で
９
・
６
％
の
減
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
、土
地
取
得
、下
水
道
事
業
、介
護
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
の
５
つ
を
合
わ

せ
た
特
別
会
計
予
算
は
、21
億
１
千
３
６
１
万
２
千
円
で
、一
般
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
、

54
億
３
千
58
万
８
千
円
、前
年
度
比
４
・
３
％
の
減
で
ご
ざ
い
ま
す
。

日高町長　中　善夫
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災
害
か
ら
ひ
と
・
ま
ち
を
守
る

　

衛
星
電
話
を
配
備
し
、

�

阿
尾
地
内
の
裏
山
に
避
難
所
を
整
備

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
は
、巨
大
津
波
に
よ
り
東

日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ

し
、多
く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
ま

し
た
。さ
ら
に
９
月
の
台
風
12
号
に

よ
る
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
、和
歌

山
県
を
は
じ
め
紀
伊
半
島
に
甚
大
か

つ
深
刻
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
る
な

ど
日
本
列
島
が
自
然
災
害
の
脅
威
に

見
舞
わ
れ
た
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
ま
し
た
み
な
さ
ま
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、昨
年
二
度
に
わ
た
り
、巨
大

津
波
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
岩
手
県
を

中
心
に
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

一
度
目
は
、昨
年
７
月
の
区
長
会

の
視
察
研
修
に
お
い
て
、区
長
の
み

な
さ
ま
と
と
も
に
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
を
間
近
で
視
察
し
、津
波
の

破
壊
力
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
と
と

も
に
、高
台
へ
の
迅
速
な
避
難
が
、何

よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
い
た
し

ま
し
た
。

　

二
度
目
は
、昨
年
11
月
に
日
高
郡

町
村
会
で
岩
手
県
山
田
町
を
訪
問

し
、災
害
時
の
対
応
や
課
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。山
田

町
役
場
で
は
、副
町
長
よ
り
役
場
庁

舎
が
津
波
被
害
に
あ
っ
た
市
町
村

は
、住
民
の
デ
ー
タ
が
失
わ
れ
、復

旧
に
相
当
な
遅
れ
を
来
し
て
い
る

こ
と
や
、山
田
町
の
小
中
学
生
約

１
千
７
百
人
の
う
ち
、津
波
の
犠
牲

者
は
小
学
生
３
人
と
少
な
く
、こ
の

児
童
は
、保
護
者
が
迎
え
に
来
ら
れ
、

そ
の
後
津
波
の
犠
牲
と
な
っ
た
も
の

で
、防
災
訓
練
を
重
ね
て
来
た
成
果

で
あ
る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。日

頃
の
防
災
教
育
、防
災
訓
練
が
、重
要

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
中
、当
町
に
お
き
ま

し
て
も
、東
海
・
東
南
海
・
南
海
地

震
が
連
動
し
て
発
生
し
、想
定
を
は

る
か
に
超
え
た
大
津
波
が
襲
来
し
た

場
合
、既
設
の
防
潮
堤
等
の
施
設
で

は
、津
波
被
害
を
防
ぐ
に
は
限
界
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

津
波
か
ら
人
命
を
守
る
と
い
う
観

点
か
ら
、迅
速
な
避
難
を
促
す
情
報

提
供
や
高
台
へ
の
避
難
目
標
地
点
の

設
定
、海
抜
表
示
板
の
増
設
、避
難

路
・
避
難
場
所
の
整
備
等
を
進
め
る

ほ
か
、各
自
主
防
災
組
織
の
み
な
さ

ま
と
と
も
に
避
難
訓
練
等
、地
域
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ま
に
的
確
な
情
報

の
提
供
を
行
う
手
段
と
し
て
、防
災

行
政
無
線
に
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に

多
様
化
・
高
度
化
す
る
通
信
へ
の
対

応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、本
年

度
よ
り
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
向
け
、実
施
計
画
に
着
手
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、現
行
の
テ
レ
ビ
和
歌
山
、地

デ
ジ
・
デ
ー
タ
放
送
の「
あ
ん
ぜ
ん

情
報
24
時
」は
、和
歌
山
県
か
ら
の
気

象
・
防
災
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、本
年
度
か
ら
新

た
に
、日
高
町
か
ら
の
情
報
を
伝
え

る
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ニ
広
報
と
し
て
、

地
域
密
着
型
の
行
政
情
報
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

昨年実施した避難訓練（産湯）
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さ
ら
に
、平
成
21
年
度
に
災
害
時

に
車
で
の
移
動
が
困
難
と
予
想
さ
れ

る
孤
立
集
落
に
、移
動
系
無
線
機
の

配
備
を
終
え
て
お
り
ま
す
が
、住
民

へ
の
災
害
情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化

を
図
る
た
め
、電
波
状
況
の
安
定
し

な
い
小
杭
、方
杭
、田
杭
の
各
地
区
に

衛
星
電
話
の
配
備
を
計
画
い
た
し
ま

し
た
。

　

地
震
・
津
波
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、町
有
施
設
で
避
難
所

に
指
定
し
て
い
る
老
人
憩
い
の
家
お

よ
び
小
浦
公
民
館
に
つ
い
て
、耐
震

診
断
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、本

年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
、ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
、小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
お
よ
び
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
全
額
町
負
担
で
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き

ま
し
て
は
、通
常
の
春
・
秋
１
回
の
集

団
接
種
を
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
ヘ
の
移

行
に
備
え
、接
種
の
機
会
を
さ
ら
に
拡

大
す
る
た
め
、隣
接
の
美
浜
町
と
共
同

で
、両
町
で
春
・
秋
に
接
種
で
き
る
機

会
を
さ
ら
に
１
回
分
設
け
る
こ
と
で
、

　

ま
た
、津
波
高
潮
危
機
管
理
対
策

事
業
に
よ
り
、田
杭
地
区
に
お
い
て

陸
閘
の
新
設
工
事
を
実
施
い
た
し
ま

す
が
、こ
れ
に
よ
り
平
成
16
年
度
か

ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
本
事
業

が
、本
年
度
に
お
い
て
計
画
ど
お
り

完
了
い
た
し
ま
す
。

　

農
地
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、地
震
お
よ
び
集
中
豪
雨
に
よ
る

堤
防
の
決
壊
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

協
力
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、特
定
健
診
お
よ
び
各
種
が

ん
検
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、休
日
検

診
に
お
け
る
受
付
時
間
を
延
長
す
る

こ
と
に
よ
り
、受
診
率
向
上
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
高
町
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地

域
行
動
計
画
に
基
づ
き
、安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、

妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
、訪
問
事
業
を

積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、訪

問
時
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
と
お

し
て
、心
と
言
葉
の
発
育
を
促
す
よ

小
池
地
区
寺
谷
池
お
よ
び
小
坂
地
区

奥
山
池
に
お
い
て
、た
め
池
等
整
備

事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、

本
年
度
新
た
に
柏
地
区
大
谷
池
の
事

業
に
着
手
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

治
水
防
災
対
策
で
は
、阿
尾
地
区

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
測
量
設

計
が
終
了
し
、本
年
度
よ
り
県
営
事

業
に
て
工
事
実
施
に
と
も
な
う
切
土

う
絵
本
の
配
布
を
計
画
し
、母
子
保

健
の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

病
児
病
後
児
保
育
に
つ
き
ま
し
て

は
、利
用
さ
れ
る
方
が
、年
々
増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

に
よ
り
生
じ
た
平
地
部
分
に
、避
難

場
所
を
始
め
と
し
た
土
地
の
有
効
利

用
を
行
い
、地
震
・
津
波
へ
の
防
災

対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
東
南
海
・
南
海
地
震
に
よ

る
津
波
が
想
定
さ
れ
る
中
、海
岸
線

の
各
地
区
に
お
け
る
避
難
路
・
避
難

場
所
等
の
整
備
を
関
係
者
の
み
な
さ

ま
と
と
も
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

田
杭
区
な
ど
へ
配
備
予
定
の
衛
星
携
帯
電
話

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を

　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
な
ど
無
料
接
種
を
継
続

�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
目
指
す

親子ふれあい教室（ふれあいセンター）
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ま
す
が
、本
年
度
は
委
託
先
の
北
出

病
院
に
お
い
て
、病
児
病
後
児
保
育

の
病
棟
改
修
工
事
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、な
お
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、駐
車
場
不
足
が
長
年
の
懸
案

事
項
と
な
っ
て
い
た
内
原
保
育
所
は
、

関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、昨
年
度

末
に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
保
育
所
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、年
々
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
べ
く
、乳
幼
児
保
育
、

障
害
児
保
育
、延
長
保
育
お
よ
び
一

時
保
育
な
ど
、よ
り
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
化
の
時
代
を
い
き
い
き
と

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
を
検
討

�

民
間
と
共
同
で
外
出
支
援
試
行
事
業
を
継
続

高齢者外出支援助成券

　

近
年
の
少
子
高
齢
化
、核
家
族
化

や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
に
よ

り
、子
ど
も
の
育
ち
や
子
育
て
を
め

ぐ
る
環
境
は
厳
し
く
、子
育
て
当
事

者
が
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
苦
労
さ
れ

て
い
る
の
が
実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
高
町
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地

域
行
動
計
画
の
後
期
計
画
で
は
、就

園
前
の
子
ど
も
や
保
護
者
の
み
な
さ

ま
が
、い
つ
で
も
気
軽
に
集
ま
る
こ

と
が
で
き
、相
談
で
き
る
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
め
ざ

し
、施
設
の
規
模
や
保
育
士
等
の
人

材
確
保
も
含
め
、民
間
委
託
等
を
考

慮
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、就
業
生
活

引
退
後
に
あ
っ
て
、な
お
自
ら
の
経

験
と
能
力
を
生
か
し
、働
く
こ
と
を

と
お
し
て
、社
会
参
加
と
生
き
が
い

を
求
め
る
高
齢
者
の
み
な
さ
ま
の
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。今
日

の
日
本
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者

の
み
な
さ
ま
を
中
心
に
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向
け
、関
係

機
関
と
十
分
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
者
の
た
め
の
介
護
や

医
療
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、高
齢

者
対
策
の
充
実
に
努
め
て
来
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、地
域
小
売
店

の
閉
店
や
町
内
を
車
で
巡
回
す
る
移

動
販
売
業
者
の
撤
退
に
よ
り
、高
齢

者
の
方
に
と
っ
て
、食
料
品
や
日
用

品
の
購
入
に
苦
慮
さ
れ
る
深
刻
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。介
護
保
険

で
の
地
域
支
援
事
業
で
は
、事
業
の

制
約
上
、対
象
者
の
拡
大
が
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、本
年
度
か
ら
一
般

会
計
の
老
人
福
祉
に
移
行
し
、配
食

サ
ー
ビ
ス
に
日
用
品
の
配
送
や
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
等
を
加
え
、支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、昨
年
度
よ
り
75
歳
以
上
の

高
齢
者
を
対
象
に
民
間
交
通
機
関
の

ご
協
力
に
よ
り
、買
い
物
弱
者
対
策

の
一
環
と
し
て
、高
齢
者
外
出
支
援

試
行
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。昨
年
は
対
象
者
の
50
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
る
申
請
が
あ
り
、利
用
者

の
み
な
さ
ま
か
ら
継
続
実
施
を
希
望

す
る
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、本
年
度
も
試
行
事
業
と
し

て
継
続
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。安

心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制
を
整
え
る
の

も
自
治
体
の
大
切
な
仕
事
の
一
つ
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、民
間
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
、買
い
物
弱
者

対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、介
護
保
険
に
つ
き
ま
し
て

は
、新
た
な
第
五
期
事
業
計
画
に

お
い
て
、保
険
料
の
基
準
月
額
が

１
８
２
０
円
増
額
し
、５
４
２
０
円

と
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。介
護
保
険
料
が
大
幅
に
増
額
と

な
っ
た
要
因
は
、第
四
期
の
計
画
期

間
中
に
、管
内
で
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
１
８
０
床
増
設
さ
れ
た
ほ

か
、ケ
ア
ハ
ウ
ス
等
の
居
住
系
サ
ー

ビ
ス
が
充
実
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
町
に
お

き
ま
し
て
も
、民
間
事
業
者
が
、新
た

に
居
住
系
施
設
を
建
設
中
で
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
介
護
保
険
料
の

上
昇
と
い
う
板
挟
み
の
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、本
年
度

は
介
護
保
険
制
度
へ
の
ご
理
解
と
介

護
予
防
を
進
め
、保
険
給
付
の
抑
制

と
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し



　広報ひだか2012.5月号 8

て
は
、制
度
改
正
に
と
も
な
い
外
来

診
療
時
に
お
い
て
、限
度
額
認
定
証

を
医
療
機
関
に
提
示
し
た
場
合
、同

一
医
療
機
関
に
限
り
、高
額
療
養
費

適
用
時
の
自
己
負
担
限
度
内
で
の
支

払
い
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
制
度
の

周
知
徹
底
を
行
う
と
と
も
に
、被
保

険
者
の
み
な
さ
ま
の
受
診
時
の
負
担

軽
減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、農

業
者
戸
別
補
償
制
度
推
進
事
業
お
よ

び
第
三
期
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

事
業
、ま
た
、昨
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
ま
す
農
地
・
水
保
全
管
理
向
上

活
動
支
援
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、農
地
の
有
効
利
用
並
び
に
遊
休

化
の
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
年
度
は
鉢
巻
水
路
に
つ

い
て
、完
成
後
40
年
以
上
経
過
し
老

朽
化
も
著
し
い
こ
と
か
ら
、本
年
度

県
営
事
業
で
改
修
工
事
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
、そ
の
改
修
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、近
年
の
個
体
数
の
増
加
に
と
も

な
う
被
害
の
拡
大
や
対
応
に
迫
ら
れ

て
い
る
農
家
の
方
々
の
ご
苦
労
は
、

並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
く
、喫
緊
の

農
有
害
鳥
獣
対
策
に
電
動
ガ
ン
を
導
入

　

漁
水
産
資
源
の
確
保
と
観
施
設
の
充
実
で
誘
客
を

課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。本
年
度
は
、日

高
地
域
鳥
獣
被
害
対
策
本
部
と
連
携

し
な
が
ら
、広
域
的
な
取
り
組
み
を

進
め
、既
存
の
事
業
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、新
た
に
有
害
鳥
獣
追
い
払

い
用
の
電
動
ガ
ン
を
購
入
し
、農
家

の
み
な
さ
ま
に
貸
し
出
す
機
会
を
設

け
、有
害
鳥
獣
対
策
を
さ
ら
に
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
度
は
、和
歌
山
県
緊
急

雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
活
用

事
業
に
よ
り
、上
志
賀
地
区
お
よ
び
久

志
地
区
に
お
い
て
、山
裾
の
樹
木
伐
採

を
行
い
、農
地
と
山
林
の
間
に
緩
衝
帯

を
設
け
ま
し
た
。本
年
度
は
、比
井
地

区
、小
浦
地
区
お
よ
び
方
杭
地
区
か
ら

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、事
業
採
択
さ
れ
る
よ
う
県
に
強

く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま

し
て
は
、漁
業
資
源
の
減
少
や
、魚
価

の
低
迷
、漁
業
従
事
者
の
高
齢
化
等
、

漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
非
常
に
厳

し
く
、深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
中
、水
産
資
源
の
確

保
と
魚
価
の
安
定
等
を
図
る
た
め
、

本
年
度
も
引
き
続
き
、ク
エ
、サ
ザ

エ
、伊
勢
エ
ビ
等
の
放
流
事
業
に
補

助
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
度
、比
井
崎
漁
業
協
同

組
合
に
お
い
て
、鮮
魚
小
型
自
動
選

別
機
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
、生

産
現
場
で
の
労
働
力
不
足
に
対
処
す

る
と
と
も
に
、魚
の
出
荷
作
業
を
早

め
、鮮
度
の
向
上
と
流
通
経
路
の
多

様
性
を
確
保
し
、魚
価
単
価
の
向
上

に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

一
方
、Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
）問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、昨

年
、政
府
は
交
渉
参
加
に
向
け
て
関

係
国
と
の
協
議
に
入
る
こ
と
を
決
定

い
た
し
ま
し
た
が
、本
町
は
農
業
漁

業
が
基
幹
産
業
で
あ
り
、本
問
題
の

是
非
に
よ
っ
て
は
甚
大
な
影
響
が
及

ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

反
対
の
立
場
を
堅
持
し
な
が
ら
注
視

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、小
規
模
事
業
者
の
経
営
の
安
定

を
図
る
た
め
、小
企
業
等
経
営
改
善

資
金
の
利
子
補
給
制
度
の
活
用
を
商

工
会
を
通
じ
、引
き
続
き
促
進
し
て

山
裾
の
樹
木
を
伐
採
し
て
緩
衝
帯
を
つ
く
る

効果が期待される電動ガン
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ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、ク
エ
、熊
野
古
道
、西
山
お
よ
び

海
水
浴
場
等
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
を

生
か
し
つ
つ
、Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ
て

誘
客
に
努
め
、観
光
産
業
の
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
営
事
業
で
は
、昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
阿
尾
湿
地
で
の
園
地

整
備
工
事
が
、本
年
度
完
成
予
定
と

な
っ
て
お
り
、ま
た
、萩
原
地
区
の
内

原
王
寺
神
社
付
近
に
公
衆
便
所
を
建

設
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
整
備
に
よ
り
、よ
り
一
層
の

観
光
施
設
の
充
実
が
図
ら
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

一
方
、温
泉
館「
海
の
里
」に
つ
き

ま
し
て
は
、年
々
入
館
者
数
が
減
少

し
、運
営
に
支
障
を
来
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、昨
年
度
に
議
会
の
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、検
討
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。本
年
度
は
、そ
の
検

討
内
容
を
十
分
考
慮
し
、今
後
の
運

営
に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

住
民
の
日
常
生
活
や
地
域
経
済
、

社
会
活
動
の
維
持
発
展
に
道
路
は
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
資
本
で
あ

り
、町
づ
く
り
の
骨
格
形
成
並
び
に

町
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
上
か

ら
も
、住
民
生
活
と
密
接
に
関
連
す

る
生
活
道
路
を
は
じ
め
、基
幹
交
通

体
系
と
な
る
幹
線
道
路
網
の
整
備
を

計
画
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
道
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、継

続
事
業
と
し
て
、県
道
井
関
御
坊
線

原
谷
地
区
、県
道
御
坊
由
良
線
産
湯

地
区
・
田
杭
地
区
お
よ
び
県
道
御
坊

湯
浅
線
池
田
地
区
に
お
き
ま
し
て
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
工
事
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、県
道
御
坊
由
良
線
の
田
杭
・

阿
尾
間
、比
井
・
産
湯
間
お
よ
び
県

道
柏
御
坊
線
の
柏
・
中
志
賀
間
に
つ

き
ま
し
て
は
、早
期
事
業
化
に
向
け
、

強
く
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、昨
年

度
に
引
き
続
き
、町
道
内
ノ
畑
線
の
舗

装
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
に
よ
り
、

橋
梁
の
長
寿
命
化
に
向
け
、修
繕
工
事

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
明
日
の
日
高
町
を

担
う
人
材
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
小
・
中
学
校
の
連

携
強
化
の
も
と
、自
然
や
産
業
、人
材

な
ど
の
教
育
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、

確
か
な
学
力
、豊
か
な
心
、健
や
か
な

体
の
調
和
を
重
視
し
た「
生
き
る
力
」

を
育
む
教
育
活
動
の
推
進
、安
全
対
策

の
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
が
安
全
・
安
心
で
快

適
な
学
校
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
、

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
に
努
め
る

道
路
交
通
網
の
整
備

　

県
道
御
坊
由
良
線（
田
杭–

阿
尾
、比
井–

産
湯
間
）

　

柏
御
坊
線（
柏–

中
志
賀
間
）の
早
期
事
業
化
へ
強
く
要
望

「
生
き
る
力
」を
育
む
環
境
整
備
を
強
化

　

学
校
へ
防
災
頭
巾
と
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
備

多
く
の
ハ
イ
カ
ー
が
訪
れ
る
熊
野
古
道（
原
谷
）と
に
ぎ
わ
う
産
湯
海
水
浴
場（
産
湯
）
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体
験
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
生
涯
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
る
学
習
活
動
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
、太

陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
注
目
が
高
ま
り
、昨

年
８
月
に
全
量
固
定
価
格
買
取
制
度

を
内
容
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
法
が
成
立
い
た
し
ま
し
た
。買

取
り
価
格
は
、ま
も
な
く
決
定
す
る

見
通
し
で
あ
り
、本
年
７
月
か
ら
買

取
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

風
力
発
電
事
業
は
、地
球
温
暖
化

対
策
と
し
て
の
効
果
が
認
め
ら
れ
る

一
方
で
、健
康
へ
の
影
響
が
問
題
視

さ
れ
て
い
る
中
、政
府
は
、「
一
般
に

　

東
南
海
・
南
海
地
震
の
発
生
が
予

測
さ
れ
る
中
、安
全
・
安
心
・
安
定

的
な
水
の
供
給
は
不
可
欠
で
あ
り
、

配
水
池
の
耐
震
化
に
向
け
、本
年
度

に
お
い
て
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、災
害
時
の
給
水
活
動
用
と

し
て
、１
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
ア
ル

ミ
製
車
載
用
給
水
タ
ン
ク
２
基
と
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
給
水
タ
ン
ク
10
基

の
購
入
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

健
康
影
響
と
風
力
発
電
施
設
の
稼
働

と
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
、現
時

点
で
は
明
ら
か
と
は
な
っ
て
い
な
い

も
の
と
承
知
し
て
い
る
。風
力
発
電

施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、地
元
の

理
解
を
得
た
上
で
実
施
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
る
」と
野
田
内
閣

総
理
大
臣
が
、国
会
で
答
弁
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、開
発
事
業

者
が
、地
元
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
事

業
計
画
の
説
明
と
情
報
公
開
を
積
極

的
に
行
い
、地
元
関
係
者
の
合
意
の
も

と
、風
力
発
電
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、昨
年
４
月
28
日
に
日
高
町

か
ら
提
出
し
て
い
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
が
、内
閣
府
、総
務
省
、文

部
科
学
省
、農
林
水
産
省
、経
済
産
業

省
、国
土
交
通
省
お
よ
び
環
境
省
で

構
成
さ
れ
る
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ

ン
総
合
戦
略
推
進
会
議
に
お
い
て
、

構
想
と
し
て
の
基
準
に
合
致
し
て
い

る
か
検
討
さ
れ
た
結
果
、事
務
局
で

あ
る
農
林
水
産
省
よ
り
、日
高
町
が

と
と
も
に
、地
震
・
津
波
対
策
と
し

て
、小
・
中
学
校
に
防
災
頭
巾
、比
井

小
学
校
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常

備
し
ま
す
。

　

ま
た
、小
・
中
学
校
へ
の
空
調
設

備
設
置
に
向
け
、調
査
委
託
を
行
う

と
と
も
に
、昭
和
35
年
３
月
に
竣
工

し
、築
52
年
が
経
過
す
る
内
原
小
学

校
校
舎
の
耐
力
度
調
査
を
合
わ
せ
て

実
施
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、生
涯
学
習
に
つ
き
ま
し
て

は
、自
己
の
向
上
や
充
実
を
目
指
す

た
め
、学
校
教
育
だ
け
で
な
く
公
民

館
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
自
然

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

　

風
力
発
電
の
推
進
と
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
実
現
へ

給
水
タ
ン
ク
の
整
備
で

　

災
害
時
に
も
安
定
し
た
水
の
供
給
を

ライフジャケット（イメージ）給水タンク（イメージ）

風力発電（イメージ）
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バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と
し
て
公
表
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
高
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
で
は
、生
ご
み
や
集
落
排
水
汚
泥

等
の
堆
肥
化
の
推
進
、も
み
が
ら
の

堆
肥
化
拡
大
、廃
食
用
油
の
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
の
推
進
を
バ
イ

オ
マ
ス
活
用
の
基
本
方
針
と
し
、堆

肥
の
農
地
還
元
に
よ
る
地
産
地
消
、

循
環
型
社
会
形
成
へ
の
意
識
向
上
、

堆
肥
化
や
農
地
還
元
の
体
験
を
と
お

し
た
環
境
教
育
、地
元
作
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
よ
る
経
済
効
果
、廃
食
用

油
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
化
に
よ
る
化
石
燃
料
の

使
用
量
抑
制
、地
球
温
暖
化
の
防
止

等
を
目
指
す
も
の
で
、官
民
連
携
し

て
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、日
高
町
下
水
道
事
業
は
、平

成
21
年
度
末
を
も
っ
て
、町
内
全
域

の
整
備
が
完
了
し
、現
在
の
生
活
排

水
処
理
率
は
約
78
％
で
ご
ざ
い
ま

す
。今
後
も
引
き
続
き
、集
落
排
水
へ

の
接
続
率
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、個
人
設
置
型
で
あ
る
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
も
併
せ
て
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
平
成
24
年
３
月
議
会
に
お
け
る

�

施
政
方
針
演
説
抜
粋
）

西岡 参事

職 員 人 事 異 動職 員 人 事 異 動職 員 人 事 異 動
４月１日付けで職員の人事異動を行いました。異動した職員は、以下のとおりです。（　）内は旧所属です。

参　

事　

級

参
事
・
産
業
建
設
課
長（
産
業
建
設
課
同
）

�

西
岡
達
人

課　

長　

級

会
計
管
理
者
・
出
納
室
長（
健
康
推
進
課
長
）

�

嶋
田
　
敏

健
康
推
進
課
長（
税
務
課
副
課
長
）�

清
原
久
和

教
育
課
長（
総
務
政
策
課
主
幹
）�

羽
山
嘉
一

総
務
政
策
課
副
課
長（
同
主
幹
）�

中
野
正
喜

産
業
建
設
課
副
課
長（
同
主
幹
）�

稲
葉
真
幸

教
育
課
副
課
長
兼
公
民
館
長（
同
主
幹
兼
同
）

�

田
村
修
一

主　

幹　

級

税
務
課
主
幹（
健
康
推
進
課
同
）�

野
田
和
彦

課
長
補
佐
級

健
康
推
進
課
課
長
補
佐（
総
務
政
策
課
同
）

�
鈴
木
利
治

住
民
福
祉
課
課
長
補
佐（
総
務
政
策
課
同
）

�

田
口
雅
浩

内
原
保
育
所
長（
比
井
保
育
所
同
）�

尾
﨑
和
代

比
井
保
育
所
長（
同
主
任
保
育
士
）�

西
本
康
子

係　

長　

級

教
育
課
係
長（
住
民
福
祉
課
同
）�

村
嵜
泰
造

住
民
福
祉
課
係
長（
産
業
建
設
課
同
）�

楠
山
周
子

産
業
建
設
課
係
長（
住
民
福
祉
課
同
）�

玉
井
美
保

総
務
政
策
課
係
長（
産
業
建
設
課
同
）�

上
畑
考
士

税
務
課
係
長（
同
主
査
）�

橋
本
祐
樹

総
務
政
策
課
係
長（
同
主
査
）�

湯
川
和
則

内
原
保
育
所
主
任
保
育
士（
同
保
育
士
）

�

岩
橋
か
を
る

比
井
保
育
所
主
任
保
育
士（
内
原
保
育
所
保
育
士
）

�

川
端
雅
子

内
原
保
育
所
保
育
士（
志
賀
保
育
所
同
）

�

三
原
千
津
代

志
賀
保
育
所
調
理
師（
同
）�

梶
本
さ
と
み

主　

査　

級

総
務
政
策
課
主
査（
住
民
福
祉
課
同
）�

楠
山
宏
樹

健
康
推
進
課
主
査（
同
主
事
）�

井
口
一
視

主　

事　

級

住
民
福
祉
課
主
事（
新
規
採
用
）�

小
林
由
生

産
業
建
設
課
主
事（
新
規
採
用
）�

白
井
竜
児

総
務
政
策
課
主
事（
新
規
採
用
）�

千
原
幹
生

退　

職　

者

（
参
事
・
会
計
管
理
者
・
出
納
室
長
）�

塩
路
　
洋

（
教
育
次
長
・
教
育
課
長
）�

初
井
義
彦

（
内
原
保
育
所
長
）�

﨑
山
幸
子
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伝統文化を知ろう！
−比井小・６年生が茶道を体験−

　２月28日（火）、比井小学校の６年生児童
13人が、比井老人憩いの家で「お茶会」を開
いて、日本の伝統文化とふれあいました。

　これは、社会科・総合学習の授業の一環で
開いたもので、町内にお住まいの野田幸子さ
ん（表千家教授）と湯川萬壽美さん、小瀬静代
さんの３人を講師に招きました。
　さっそく児童らは、席入、床の拝見、お茶と
菓子のいただき方など一連の作法を教わり
ながら体験。慣れない正座に足のしびれをガ
マンしながらも、すっかり茶人になった様子
で、薄茶をいただきました。
　このほか、茶道では季節や趣向、お客さん
に応じて道具や料理・菓子を選び、床にかけ
る掛軸などの取り合わせや調和を考えるこ
となどを教えてもらい、お客さんをもてなす
という和のこころを学びました。
　体験した松原実由さんは「思っていたより
も（お茶が）にがかった。でも、またやってみ
たい」と話していました。

いっぱいの思い出を胸に巣立つ
−内原保育所で卒園式−

　３月28日（水）、内原保育所（㟢山幸子所長）で園児
43人が卒園式を迎えました。

　式では、所長から卒園児一人ひとりに保育証書が手
渡されたほか、在園児からは「しゃぼん玉遊び、洗たく
ごっこ、魚つり、いっぱい遊んで楽しかったよ」と一緒
に遊んだ思い出や感謝の言葉が贈られました。
　これに対して卒園児らは「年中さん、あとはお願いし
ます。年少さんも元気でがんばって」と答えていました。
　最後に、卒園児一人ずつ花を受け取り、在園児らがつ
くる花のアーチをくぐって巣立っていきました。
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「階段おりるの大変！」
−内原小で高齢者疑似体験−

　３月７日（水）、内原小学校で高齢者疑似体験教室が行
われ、６年生児童48人が高齢者や障がい者の気持ちを理
解しようと取り組みました。

　ＮＰＯ法人ワックわかやまの指導の下に、児童らは80
歳ぐらいの老人を想定して、サポーターや重り、耳栓、め
がねなどの疑似体験セットを自分の体に装着。あえて不
自由な体になって、階段の上り下りをはじめ、財布から小
銭を取り出したり、細かい字を読んだりと日常生活での
行動をお年寄りになりきって、体が動きにくく字が見え
にくいことなどを体験しました。
　また、町社会福祉協議会職員からは車椅子の使い方を
習った後、実際に乗る側と介助する側の両方を体験。児童
らは緊張した面持ちで、段差を乗り越えたり、狭い範囲で
の移動に四苦八苦していました。
　楠本祐也くんは「思っていたより（お年寄りは）不自由
な生活をしているんだなと思った。これからは困ってい
る人がいたら、助けてあげたい」。石家佳奈さんは「（車椅
子に乗って）段差があってこわかった。押してあげるとき
は、段差があるよって声かけして、相手の気持ちになって
押してあげるのが大事だと思った」と話していました。

年長さんらと最後の思い出
−志賀保・お別れ遠足−

　３月６日（火）、志賀保育所（松原千代子所長）の園児ら
が、「お別れ遠足」で年長組さんとの最後の思い出づくり
を楽しみました。

　朝から曇り空だったこの日、バスで御坊総合運動公園
に到着したとたんに激しい雨。急きょ予定を変更して、
保育所に戻ることに…。
　戻る途中で雨が上がって来たため、煙樹ヶ浜に立ち寄
ることにまたまた変更。バスを降りた園児らは、さっそ
くお弁当を広げて、パクリ。「おいしいね」とお外で食べ
るお弁当に満足の表情でした。
　昼食後は、おにごっこや砂遊びなどで思いっきり遊
び、卒園まで残りわずかとなった中で、園児らは時間を
忘れて楽しみました。
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日高ＢＶＣが大健闘・３位入賞！
−ジュニアバレー県大会−

　３月18日（日）、第32回和歌山県小学生バレーボー
ル男女新人大会が古座川町で開催され、女子の部には
県下より28チームが出場した中、日高ＶＢＣが見事
に３位入賞を果たしました。

　日高町からは、地方予選を勝ち抜いた内原ジュニア
と日高ＶＢＣの２チームが出場。内原は初戦を突破し
たものの、エースが負傷していたこともあり、最後ま
でリズムに乗りきれずに２回戦で姿を消しました。
　一方の日高は２回戦で、昨年県下で負けなしの常勝・
ＹｏＫｏ（伊都地方）をストレートで破って勢いに乗る
と、３回戦の上富田にも勝利。準決勝戦では、今年の県
下Ｎｏ. １との評判が高い強豪・ＳＴＡＲＳ（海草）と対
戦。１点を奪い合う激しい展開となりましたが、相手の
多彩な攻めの前にあと一歩及ばず、決勝進出は阻まれ
ました。しかし、３位入賞を果たした選手たちの表情に
は、何かをつかみ取ったような自信に溢れていました。

少年野球シーズン開幕
−内原少年が好発進で決勝進出！−
　少年野球シーズンの幕開けとなる第19回若草旗
争奪招待少年野球大会の準々決勝、準決勝戦が、３月
25日（日）に日高町若もの広場で行われ、内原少年野
球クラブが決勝戦進出を果たしました。

　南部少年（みなべ町）と対戦した準々決勝戦は、２
回２死二、三塁で中井くんが右中間を破る本塁打を
放ち３点を先制。続く３回にも連打で２点を追加し
て、試合を有利に展開すると、投手陣も相手打線に三
塁を踏ませない好投を見せ、試合を決めました。
　準決勝戦では御坊少年（御坊市）と対戦。初回、御坊に
１点を先制されたものの、投手陣の丁寧なピッチングと
堅固な守備で相手の得点を封じ込めると、内原は５回に
２死一、三塁で川井田くんが中前へ適時打を放ち、同点と
しました。その後も両チームの投手が踏ん張り、ゼロ行進
に。大会規定により８回からは、無死満塁から攻撃するサ
ドンデスによる延長に突入。内原はすかさずスクイズで
１点を奪うと、さらに内野安打で加点し勢いに乗り、その
裏をピシャリと押さえて決勝にコマを進めました。
　なお、天候の具合で大会日程がずれ込んだため、決
勝戦は後日行われることになりました。

■日高ＶＢＣ・メンバー（敬称略）
　（監督）㟢山忠士　（コーチ）木下忠博　（マネージャー）初井一二巳
　（選手）川㟢藍理、辻本香月、鍵本千華、木下帆乃華、初井琴羽、
　　　　酒本果朋、野上稀衣、木下彩芽、深海虹色、森下琉夏
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特
設
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

合
同
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　

５
月
21
日（
月
）、人
権
相

談
・
行
政
相
談
・
心
配
ご
と

相
談
の
合
同
相
談
所
を
、日
高

町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室
で
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、社
会
福
祉
協
議
会

会
長
・
副
会
長
、民
生
児
童
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、行
政
相
談
委
員
、

法
務
局
係
員
の
方
々
で
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
社
会
福
祉

協
議
会（
☎
６
３
・
２
７
５
１
）ま

で
。

お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

　

３
月
28
日（
水
）、平
成
23
年
度
和
歌

山
県
消
防
功
労
者
定
例
表
彰
式
が
和

歌
山
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、長
年
に

県
消
防
功
労
者
表
彰

わ
た
り
地
域
社
会
で
消
防
防
災
活
動

に
従
事
し
、功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、

次
の
み
な
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
消
防
庁
長
官
表
彰

（
永
年
勤
続
功
労
章
）

　

消
防
団
長�

稲
葉
伸
秀
さ
ん

▼
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰（
功
績
章
）

　

第
１
分
団
長�

㟢
山
新
一
さ
ん

▼
同（
勤
続
章
・
40
年
）　

　

消
防
団
長�

稲
葉
伸
秀
さ
ん

　

消
防
団
副
団
長�

田
端
惠
次
さ
ん

　

こ
れ
か
ら
も
、私
た
ち
の
ま
ち
の

安
心
・
安
全
の
た
め
に
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
全
世
帯
を
対
象
に

�

自
治
会
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す

稲
葉
団
長
ら
が
受
賞

　

各
地
区
で
行
っ
て
い
る
奉
仕
活
動

や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、お
祭
り
な
ど
に

参
加
し
て
い
る
間
に
お
こ
っ
た
ケ
ガ

は
、ケ
ガ
を
さ
れ
た
方
も
関
係
者
の

方
も
大
変
で
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ま
が
自
治
会
活
動

に
参
加
し
て
い
る
間
の
ケ
ガ
に
よ
る

入
院
・
通
院
・
後
遺
障
害
・
万
一
の

死
亡
を
補
償
す
る
た
め
、町
で
は
町

内
全
世
帯
の
住
民
を
対
象
に
自
治
会

活
動
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。補

償
内
容
と
保
険
金
の
限
度
額
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

　

も
し
事
故
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。保
険
事
故
の
連

絡
が
遅
れ
た
場
合
な
ど
は
、保
険
金

の
受
け
取
り
が
出
来
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ

い
。自治会活動保険

補 償 内 容 保険金額

賠償責任（対人・対物補償） 1億円

障　害

死亡・後遺障害 300万円

入院（1日につき） 2,000円

通院（1日につき） 1,000円

障 害 見 舞 費 用 10万円

表彰を受ける稲葉団長
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お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ

津
波
の
危
険
か
ら

�
身
を
守
ろ
う
！

国
民
年
金
の
納
め
忘
れ
は

�
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

昨
年
３
月
11
日
、東
北
・
三
陸
沖

を
震
源
と
す
る
国
内
最
大
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
を
記
録
す
る
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
、甚
大
な
被
害

が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
高
町
で
も
、東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
が
近
い
将
来
起
き
る
と
危

惧
さ
れ
て
い
ま
す
。大
津
波
警
報
等

の
津
波
予
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
に

は
、防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送
で
、

町
内
の
み
な
さ
ま
に
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。強
い
地
震
や
揺
れ
が
小

さ
く
て
も
長
時
間
の
揺
れ
を
感
じ
た

り
、津
波
予
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き

は
、沿
岸
部
か
ら
離
れ
、安
全
な
高
台

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

津
波
警
報
・
注
意
報
が
発
表
さ
れ

た
場
合
の
サ
イ
レ
ン
お
よ
び
放
送
内

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、日
本
年
金

機
構
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に

よ
り
、毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
の
末

日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、将

来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が

少
な
く
な
っ
た
り
、場
合
に
よ
っ
て
は

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、万
が
一
の
障
が
い
、

死
亡
と
い
っ
た
事
故
の
場
合
に
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
は
便
利
な

�

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、指
定
し
た
口

座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま

す
の
で
、金
融
機
関
の
窓
口
ま
で
納
め

に
行
く
手
間
が
か
か
ら
ず
大
変
便
利

で
す
。ま
た
、納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。

　

口
座
振
替
手
続
き
は
、金
融
機
関

窓
口
に
納
付
書
と
預
金
通
帳
、通
帳

の
届
出
印
を
ご
持
参
の
う
え
、手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
を
納
め
る
の
が

�

困
難
な
と
き･･･

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
に
な
る「
保
険
料
免

除
制
度
」や「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」が
あ
り
ま
す
。学
生
の
方
に
は
、

在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
す
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、住
民
福
祉
課
ま
た
は

田
辺
年
金
事
務
所（
☎
０
７
３
９
・

２
４
・
０
３
２
３
）ま
で
。

容
は
、和
歌
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ『
和

歌
山
県
情
報
館
』お
よ
び
携
帯
版『
和

歌
山
県
モ
バ
イ
ル
情
報
館
』で
ご
試

聴
い
た
だ
け
ま
す
。
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　町では、高齢者の方が元気に安心して、買い物や通院などをしていただけるよう、
バス・タクシー利用料金の一部を助成していますので、是非ご利用ください。

助成額および有効期限
　①お一人につき、年間1万2000円分を助成券で交付します。
　②利用者証および助成券の有効期限は、交付した日から
　　平成25年3月末までです。

対象者
　●町内に住民登録を有する75歳以上の方
　　※（注）・年度途中に満75歳になられた場合や転入された場合は、その翌月分

から利用可（但し、助成額は月割り交付となります）。
　　　　　・日高町福祉タクシー券助成事業の助成を受けている場合は、重複して

利用することは出来ません。

ご利用方法
　①�利用されるご本人が、利用料金のお支払いの際に「利用者証」

を乗務員に提示のうえ、助成券をお渡しください。
　②利用できるバス、タクシーは、下表の事業者です。

御坊第一交通 ☎63・2002 中津タクシー ☎54・0408
川上タクシー ☎24・0200 印南交通 ☎42・0105
中紀河南タクシー ☎24・1001

南部タクシー ☎0739
　72・2133港タクシー ☎65・3100

御坊有交タクシー ☎22・4141 介護タクシーふくしん ☎20・5272

御坊南海バス ☎22・1020 中紀バス ☎65・2222

■タクシー会社

■バス会社

75歳以上の方の
　お出かけを応援します

高齢者外出支援
試行事業

ご
み
の
野
外
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

最
近
、風
の
強
い
日
や
夜
間
に
お

け
る
家
庭
ご
み
・
廃
ビ
ニ
ー
ル
の

焼
却
に
よ
り
、消
防
車
が
出
動
す
る

ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、役
場
に
も「
近
所
で
ご

み
を
燃
や
し
て
い
て
、煙
で
困
っ
て

い
る
」、「
ご
み
の
焼
却
で
灰
や
燃
え

か
す
が
、田
ん
ぼ
に
入
っ
て
困
る
」な

ど
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、近
隣

の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
や
火
災

の
危
険
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
素

ぼ
り
の
穴
を
利
用
し
た
も
の
や
、法

で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る
焼
却

は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却

せ
ず
に
、決
め
ら
れ
た

収
集
日
に
分
別
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
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※
介
護
保
険
料
額
は
３
年
ご
と
に
見
直

さ
れ
ま
す

　

介
護
保
険
料
は
、高
齢
化
に
伴
い
要
介

護
者
数
、サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
な
ど
が
変

化
す
る
た
め
、３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま

す
。平
成
24
年
度
が
見
直
し
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。

お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

健康推進課
お知らせ

　

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま

で
の
介
護
保
険
料
が
、基
準
月
額
で

１
８
２
０
円
増
額
さ
れ
、５
４
２
０

円
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、高
齢
化
に
伴
い
、要
介
護

認
定
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
は
じ

め
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
床

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
増
加
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
増
床
な
ど
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
量
の
増
加
が
最
大
の
要

因
で
す
。

　

昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、人
権
擁

護
委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、こ
の
６
月
１
日
を「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」と
定
め
、こ
の

日
に「
全
国
一
斉
特
設
人
権
相

談
」を
実
施
し
ま
す
。相
談
は
無

料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
日
高
町
の
人
権
擁
護
委
員
・
敬
称
略
）

　

・
鵜
上
桂
子（
荊
木
）

　

・
楠
原
晃
紹（
上
志
賀
）

　

・
前
田
智
教（
小
浦
）

■
相
談
会
場

・
場　

所

　

日
高
町
保
健
福
祉
総
合

�
セ
ン
タ
ー　

２
階
会
議
室

・
日　

時

　

平
成
24
年
６
月
１
日（
金
）

�

13
時
30
分
〜
15
時

　

な
お
、第
４
段
階
の
方
に
つ
い
て
、

前
年
の
合
計
所
得
金
額
と
課
税
年
金

収
入
額
の
合
計
が
80
万
円
以
下
の
場

合
は
、保
険
料
に
つ
い
て
平
成
26
年

度
ま
で
軽
減
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

　

各
所
得
段
階
の
介
護
保
険
料
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、私
た
ち
の
介
護

保
険
財
政
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で

す
。収
め
忘
れ
や
滞
納
が
な
い
よ
う
、

介
護
保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
に
は
、原
則
年
金
か

ら
の
天
引
き
の
特
別
徴
収
と
、納
付

書
で
納
付
す
る
普
通
徴
収
が
あ
り
ま

す
。普
通
徴
収
に
は
、納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、介
護
保
険
係
ま
で
。

所得段階別介護保険料（基準月額5,420円）

第 1段階 

第 2段階 

第 3段階 

 

第 4段階 
（基準） 

第 5段階 

第 6段階 

基準額×0.5

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額×0.83

基準額
（5,420円×12か月）

基準額×1.25

基準額×1.5

32,520円

32,520円

48,780円

53,980円

65,040円

81,300円

97,560円

被保険者の所得段階区分 保険料の 
算定方法 

保険料 
（年額） 

世帯全員が住民税非課税で、
老齢福祉年金受給者、生活保
護受給者 

世帯全員が住民税非課税で、
前年の合計所得金額＋課税年
金収入額が80万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で
あって、第２段階に該当しな
い方 

世帯住民税課税・本人非課税
であって、特例第４段階に該
当しない方 

世帯住民税課税・本人非課税
で前年の合計所得金額＋課
税年金収入額が80万円以下
の方 

本人住民税課税（被保険者本
人の前年の合計所得金額
190万円未満）の方

本人住民税課税（被保険者本
人の前年の合計所得金額
190万円以上）の方

特 例 
 第４段階 
 

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
が
上
が
り
ま
す

人権擁護委員制度を
ご存じですか？

６
月
１
日（
金
）は
、人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
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効果的な運動方法を学んで、メタボリックを予防・改善しませんか？
楽しく運動をしたい方、ぜひご参加ください。
美浜町のみなさんと交流しながら、以下のメニューで教室を開催します。

☆�下表の①②とも同じ内容で行いますので、ご都合のよい
時間にお申し込みください。

　日高町・美浜町どちらでもご利用いただけます。
☆�医療機関にかかっている方は、運動制限について必ず主

治医にご相談ください。

○ストレッチ
○初級エアロビクス
　（30分程度の有酸素運動）
○ウォーキングフォーム
○筋力トレーニング

・動きやすい服装　・運動シューズ（上履き）
・バスタオルと汗ふきタオル　・飲み物（お茶など）

コミュティサポート　　笠　貴乃 先生

※日高町農村環境改善センター → 日高町役場裏
※美浜町体育センター → 松洋中学校隣り　 ※美浜町地域福祉センター → 美浜町役場隣り

①10：00〜11：30 ②14：00〜15：30
5月15日（火） 美浜町体育センター 日高町農村環境改善センター
6月13日（水） 日高町農村環境改善センター 美浜町体育センター
7月25日（水） 美浜町地域福祉センター 日高町農村環境改善センター
9月26日（水） 日高町農村環境改善センター 美浜町地域福祉センター

10月16日（火） 美浜町体育センター 日高町農村環境改善センター

ご用意いただく物

講　師日時・場所

お申し込み・お問い合わせ先 健康推進課　☎63・3801

運 動 教 室 の ご 案 内

お問い合わせは、
（☎63・3802）まで。

税 

務 

課

お
知
ら
せ

　

私
た
ち
が
豊
か
で
安
全
な
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
、み
ん
な
で
出
し
合
っ

て
負
担
し
て
い
る
の
が
税
金
で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
各
町
税
の
納
期
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。納
期
限
ま
で

に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、税
務
課
で
は
便
利
で
安
心
、

確
実
な
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を

お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、グ

リ
ー
ン
日
高
農
業
協
同
組
合
、和
歌

山
県
信
漁
連
、紀
陽
銀
行
、き
の
く
に

信
用
金
庫
、近
畿
労
働
金
庫
、ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
金
融
機
関
窓
口
ま
で
、

口
座
振
替
さ
れ
る
通
帳
と
届
け
出
さ

れ
て
い
る
印
か
ん
を
ご
持
参
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

町税納期限一覧表

税　目 期　別 納　期　限

軽自動車税 全 期 分 5月1日

町 県 民 税

第1期分 7月2日

第2期分 8月31日

第3期分 10月31日

第4期分 翌年1月31日

固定資産税

第1期分 5月31日

第2期分 7月31日

第3期分 10月1日

第4期分 12月28日

国民健康保険税 1期〜10期 6月〜翌年3月

前
納
報
償
金
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
の
前
納
報
償
金
に
つ
い
て

は
、固
定
資
産
税
を
第
１
期
分
の
納
期
に
、

前
納
さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
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　文部科学省所管の財団法人・国際青少年研修協会では、夏休み中における海外派遣の参加者を募集しています。
　体験を通して、お互いの理解や交流を深め、国際性を養うことを目的に実施します。

【内　容】　ホームステイ、ボランティア、文化交流、学校体験、英語研修、地域見学、野外活動など
【派遣先】　米国・英国・豪州・カナダ・サイパン・カンボジア・フィジー
【日　程】　７月26日（木）〜８月14日（火）　８〜18日間　　*事業により異なる
【対　象】　小学３年生〜高校３年生の方まで　　*事業により異なる
【説明会】　京都（5/20）、神戸（5/27）　開催予定　　*入場無料・予約不要
【参加費】　22～55万円を予定　（共通経費は別途）
【締　切】　６月１日（金）および11日（月）　　　*事業により異なる

（お問い合わせ・資料請求先）：（財）国際青少年研修協会
� 東京都港区三田5-7-8-921　☎03・6459・4661　E-MAIL　info@kskk.or.jp　　URL　http://www.kskk.or.jp

小学生〜高校生のための夏休み海外派遣　参加者募集

農
耕
作
業
用
車
両
に
も

　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
!!

「
紀
の
国
森
づ
く
り
税
」が
延
長
さ
れ
ま
す

森
林
を
県
民
の
財
産
と
し
て

�

守
り
育
て
る
た
め
に

　

農
耕
作
業
用
の
車
両
で
公
道
を
利

用
す
る
場
合
、ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
付
け
な
い
で
運
転
す
る
と
道
路
運

送
車
両
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
、所
有
さ
れ
て
い
る
ト
ラ
ク

タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
乗
用
田
植
機

等
が
対
象
車
両
と
な
り
ま
す
の
で
、税

　

平
成
19
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

る
紀
の
国
森
づ
く
り
税
が
、引
き
続

き
平
成
24
年
度
か
ら
５
年
間
延
長
さ

れ
ま
す
。

目
　
的

　

水
源
の
か
ん
養
、県
土
の
保
全
等

の
公
益
的
機
能
を
有
す
る
森
林
か
ら

す
べ
て
の
県
民
が
恩
恵
を
受
け
て
い

る
と
の
認
識
に
立
ち
、森
林
を
県
民

の
財
産
と
し
て
守
り
育
て
、次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、県
民
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

務
課
で
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、登
録
さ
れ
ま
す
と
翌
年
度

よ
り
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。税
額

は
、１
台
に
つ
き
１
６
０
０
円
で
す
。

　

ま
た
現
在
、農
耕
作
業
用
車
両
に

黄
色
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け

ら
れ
て
い
る
方
も
新
た
に
登
録
更
新

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

と
ご
協
力
の
も
と
、森
林
環
境
の
保

全
お
よ
び
森
林
と
共
生
す
る
文
化
の

創
造
に
関
す
る
施
策
に
要
す
る
経
費

の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、県
民
税

の
均
等
割
に
加
算
を
し
て
い
ま
す
。

納
税
義
務
者

　

個
人
お
よ
び
法
人
の
県
民
税
均
等

割
の
納
税
者

税
　
額

・
個
人　

５
０
０
円（
均
等
割
に
加
算
）

・
法
人　

１
０
０
０
円

�

〜
４
０
０
０
０
円

�

（
均
等
割
に
５
％
を
加
算
）

期
　
間

　

平
成
19
年
度
か
ら
施
行
し
、今
回
、

平
成
24
年
度
か
ら
５
年
間
延
長 日高町

農・4 4 8
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平
成
23
年
度 

日
高
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰

中
尾
さ
ん
・
西
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
賞
・

　
　
　

中
井
く
ん
ら
５
人
に
奨
励
賞
を
贈
る

　

２
月
27
日（
月
）、中
央
公
民
館
に

お
い
て
日
高
町
青
少
年
総
合
対
策
本

部
、青
少
年
補
導
連
絡
協
議
会
、教
育

委
員
会
主
催
に
よ
る
平
成
23
年
度
青

少
年
健
全
育
成
標
語
入
賞
者
の
表
彰

式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
標
語
募
集
に
は
、小
学
生

の
部
、中
学
生
の
部
、一
般
の
部
合
わ

せ
て
５
５
３
名
６
０
９
点
の
応
募
が

あ
り
、厳
正
な
審
査
の
う
え
で
、各
部

門
の
一
席
３
点
、二
席
５
点
、佳
作
12

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
小
学
生
の
部
・
一
席
】

青
少
年
健
全
育
成

標
語
入
賞
者
を
表
彰
！

一
人
に
は

　

絶
対
さ
せ
な
い　

み
ん
な
が
仲
間

【
中
学
生
の
部
・
一
席
】

人
と
人

　

少
し
の
勇
気
で　

広
が
る
輪

【
一
般
の
部
・
一
席
】

声
か
け
て

　

人
に
や
さ
し
い　

日
高
の
和

内原小６年
堂岡佑紀さん

受
賞
者
の
み
な
さ
ん
と
中
町
長

全
国
高
校
駅
伝
で
も
活
躍
し
た
中
井
く
ん

�

女
子
団
体
戦　

優
勝

中
井
脩
人
さ
ん（
和
歌
山
北
高
３
年
）

・
第
62
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走

大
会
県
予
選
会　

第
６
区　

第
１
位

福
山　

凌
さ
ん（
紀
央
館
高
２
年
）

・
平
成
23
年
度
和
歌
山
県
高
等
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
新
人
大
会

�

男
子
ダ
ブ
ル
ス
戦　

優
勝

早
島
悠
介
さ
ん（
紀
央
館
高
２
年
）

・
平
成
23
年
度
和
歌
山
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会　

弓
道
競
技
の
部

�

男
子
団
体　

優
勝

磯
嵜　

茜
さ
ん（
紀
央
館
高
１
年
）

・
平
成
23
年
度
和
歌
山
県
高
等
学
校

ホ
ッ
ケ
ー
新
人
大
会　

女
子
の
部

�

優
勝

津
村
拓
海
さ
ん（
日
高
中
２
年
）

・
第
25
回
和
歌
山
県
中
学
校
秋
季
陸

上
競
技
大
会　

２
年
男
子
１
０
０
㍍

�

第
１
位

中
尾
久
美
子
さ
ん（
日
高
高
２
年
）

・
第
64
回
近
畿
高
等
学
校
弓
道
大
会

�

女
子
個
人
戦　

準
優
勝

西　

千
尋
さ
ん（
日
高
高
２
年
）

・
第
64
回
近
畿
高
等
学
校
弓
道
大
会

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

ス
ポ
ー
ツ
賞

【
受
賞
者
代
表
…
中
尾
久
美
子
さ
ん
談
】

　

指
導
し
て
く
れ
た
監
督
や
コ
ー

チ
、両
親
に
感
謝
し
、こ
れ
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
を
さ
れ
る
方
々
の
模
範
と
な

れ
る
よ
う
、今
ま
で
以
上
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

日高中３年
宮下ちひろさん

阿　　尾
三井田俊子さん

　

一
席
の
各
作
品
は
看
板
に
し
て
中
央
公
民

館
、武
道
館
前
、日
高
中
学
校
前
、比
井
保
育
所

前
に
１
年
間
掲
示
し
ま
す
。

平
成
23
年
度 

日
高
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
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南紀白浜空港（東京羽田便）
　を利用しよう!（白浜→東京約1時間）

「特便割引3（スリー）」を使えばお得！
大人普通・片道29,000円→17,500円に割引
※搭乗日の2か月前から3日前までに予約が必要です。
　（期間・販売座席数限定）

マスコット
　キャラクター
ナンキー

仕事も旅行も便利！通年3往復になりました！

（ご予約・ご購入・ご案内）
JAL日本航空HP　www.jal.co.jp
電話（有料）☎0570・025・071まで
　　　　（南紀白浜空港利用促進実行委員会）

空港駐車場
は無料！

職業訓練生募集

募
集
訓
練
科

●
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
科

（
現
在
広
く
使
わ
れ
て
い
る
溶
接
技
術
に
つ
い
て
技
術
と
技
能

を
習
得
し
、「
も
の
づ
く
り
」に
必
要
な
基
本
的
知
識
と
し
て
図

面
・
工
作
法
お
よ
び
安
全
に
関
す
る
知
識
と
技
術
も
あ
わ
せ

て
習
得
し
ま
す
。）

訓
練
期
間

平
成
24
年
７
月
３
日（
火
）〜
12
月
27
日（
木
）

募
集
期
間

平
成
24
年
５
月
11
日（
金
）〜
６
月
８
日（
金
）

受 

講 

料

無
料（
但
し
、テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

　
　
　
　
　
　
　

和
歌
山
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
７
３
・
４
６
１
・
１
５
３
２

就職に有利な専門的知識　
　　　や技能を習得します

《
こ
ん
な
時
は

　

故
障
の
お
そ
れ
が
あ
り
危
険
で
す
》

①
脱
水
途
中
に
フ
タ
を
開
け
て
も
15

秒
以
内
に
洗
濯
・
脱
水
槽
が
止
ま
ら

な
い
時

②
フ
タ
ロ
ッ
ク
が
解
除
し
て
も
（
脱

水
終
了
音
が
鳴
っ
て
も
）、
洗
濯
・

脱
水
槽
が
止
ま
ら
な
い
時

　

速
や
か
に
ご
購
入
の
販
売
店
も
し
く
は
、

下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
機
種
に
よ
っ
て
は
修
理
が
出
来

な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願

い
ま
す
。

洗濯機をご愛用のみなさまへ
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保健だより 

年に 1 度は特定健診で
　　　     健康チェック！
年に 1 度は特定健診で
　　　     健康チェック！
年に 1 度は特定健診で
　　　     健康チェック！

早期発見・早期治療早期発見・早期治療

お問い合わせ/健康推進課（☎63・3801）

平成24年度 集団健診
（特定健診、胃・大腸・胸部・乳房・前立腺検診、肝炎ウイルス検査）

　特定健診は、平成20年度から始まった健診制度で、医療保険に
加入している40歳から74歳までの全ての方が対象です。
　特定健診の目的は、高血圧や脂質異常症、糖尿病などの生活習
慣病の早期発見だけでなく、早い段階でメタボリックシンドロー
ムやその危険因子を見つけ、生活習慣病の発症を未然に防ぐこと
にあります。
　「健康寿命の延伸」と「医療費の削減」を図ることが狙いですが、
その大切な健診を受けていない方がまだ多くいらっしゃいます。
日高町国民健康保険加入者では、健診対象者１５３０人の内７
割、１０８１人の方が未受診となっています。（平成22年度法定報告値）

　特定健診を活用して生活習慣を改善すれば、生活習慣病発症の
リスクを抑えることができます。せっかくの健康チェックの機会
を逃さずに、年に１度の特定健診を必ず受けるようにしましょう。
※�特定健診は、ご加入の医療保険者が実施します。医療保険証で加入している医療
保険者をご確認のうえ、医療保険者の指示に従って受診しましょう。

　わが国のがんによる死亡者数は約35万人に達し、
死亡原因の第１位で、総死亡の約３割を占めていま
す。現在でも、がんによる死亡者数は増え続けてお
り、３人に１人が「がん」で亡くなり、２人に１人が

「がん」にかかる時代。今やがんは、国民病の１つと
なっています。（厚生労働省「平成22年人口動態統計」）

　日高町における平成22年の死亡者数は89人。そ
の内、がんによる死亡者数は23人で、やはり３割近
くを占め、死亡原因の第１位となっています。
　がんの発症には、喫煙・食事・運動などの生活習
慣が大きく関わっており、生活習慣改善が発がんの
リスクを低下させます。また、定期的にがん検診を
受けることでがんを早期に発見し、治療することが
可能になってきています。
　しかし、日高町におけるがん検診の受診率は20％
前後と低いのが実情です。がんは進行した段階で初
めて症状が出る場合が多く、早期のがんでは症状が
出ることはほとんどありません。がん検診は、早期
がんを発見するのに有効です。早期発見・早期治療
のために、年に１度のがん検診を受けましょう。

※�職場健診などで、がん検診を受診する機会のない方は、町の集
団健診でがん検診を受診していただけます。

月日 曜日 受付時間 検診場所 備 考

6月19日 火 7:30〜8:30 比井崎
漁村センター

田杭・
産湯巡回

6月21日 木 7:30〜8:30 小浦公民館 方杭巡回

6月30日 土 7:30〜9:30 比井小学校
（体育館） 小坂巡回

7月3日 火 7:30〜8:30 日高町文化会館 小池巡回

7月14日 土 7:30〜9:30 志賀小学校
（体育館）

柏・久志・
上志賀巡回

7月28日 土 7:30〜9:30 日高町農村環境
改善センター 池田巡回

8月3日 金 7:30〜8:30 萩原公民館

8月19日 日 7:30〜9:30 内原保育所

8月24日 金 7:30〜8:30 荊木公民館

8月28日 火 7:30〜8:30 日高町保健福祉
総合センター 下志賀巡回

特定健診で、生活習慣病（メタボ）をチェックしましょう

がん検診も忘れずに！
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きしゅう君

御坊警察署
高家駐在所
　　小谷 良文

比井駐在所
　　滝川 　昇
　 23-0110

（お知らせ）
Eメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホーム
ページは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。

春の行楽期を無事故で！

西山山頂で
グレーチング盗発生!!

比井保育所で
　　　　　防犯教室

安
全
で
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
を

第
２
回
警
察
官
募
集
！

　

和
歌
山
県
警
察
で
は
、平
成
24
年
度
採
用
予
定

（
男
性・女
性
）の
警
察
官
を
募
集
し
ま
す
。

　

安
全
で
快
適
な
社
会
づ
く
り
に
活
躍
す
る
警
察

職
員
の
採
用
試
験
に
、是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く

だ
さ
い
。

★
警
察
官
Ａ（
男
性
・
女
性
）

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

　

大
学
卒
業
者（
平
成
25
年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

★
警
察
官
Ｂ（
男
性
・
女
性
）

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

　

警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格
に
該
当
し
な
い
方

【
受
付
期
間
】

　

第
２
回
警
察
官
Ａ
・
Ｂ …

 

７
月
23
日
〜
８
月
17
日

★
警
察
事
務
職
Ⅰ
種
・
Ⅲ
種
募
集

　

詳
し
く
は
、御
坊
署
・
駐
在
所
ま
で
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

金
属
泥
棒
を
見
た
ら

　

直
ぐ
に
１
１
０
番

　
　
　
　
　

 

通
報
を
！

　

２
月
14
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
西
山

山
頂
で
、鉄
製
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ（
溝
ぶ

た
）が
何
者
か
に
盗
ま
れ
る
窃
盗
事
件
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

グ
レ
ー
チ
ン
グ
盗
は
、昨
年
か
ら
日
高
町
で

２
件
、周
辺
の
御
坊
市
、日
高
川
町
、由
良
町
、

印
南
町
の
山
間
部
や
地
元
の
人
し
か
通
行
し

な
い
よ
う
な
場
所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

通
行
中
に
不
審
な
人
や
車
を
見
か
け
た

ら
、直
ぐ
に
１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。不

審
者
に
会
っ
た
ら

　

き
し
ゅ
う
君
の
家
へ

　

３
月
15
日
、比
井
保
育
所
で
補
導
員
ら
に

よ
る
防
犯
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
ら
は
、人
形
劇
を
鑑
賞
し
た
ほ
か
、

防
犯
ブ
ザ
ー
の
使
い
方
、知
ら
な
い
人
か
ら

声
を
か
け
ら
れ
た
時
に
は
、「
き
し
ゅ
う
君

の
家
」に
駆
け
込
む
こ
と
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

　

行
楽
期
は
、車
で
出
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

一
番
大
切
な
こ
と
は
、安
全
運
転
で
す
。ゆ
っ
た
り

し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む

た
め
に
は
、次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
運
転
の
前
に
、車
と
身
体
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま

し
ょ
う
。

◎
脇
見
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

周
囲
の
景
色
や
目
的
地
を
探
す

な
ど
脇
見
運
転
を
し
が
ち
に
な
り

ま
す
。前
車
が
い
つ
ブ
レ
ー
キ
を

踏
む
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。常
に
前
車
の
動
き
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◎
安
全
運
転
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

道
路
交
通
状
況
を
確
か
め
て
、交
差
点
や
カ
ー
ブ

で
は
速
度
を
落
と
し
、安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
帰
り
道
は
要
注
意

　

帰
り
道
は
疲
れ
か
ら
、注

意
力
や
思
考
力
が
鈍
り
反

応
時
間
も
遅
れ
ま
す
。最
悪

の
場
合
、居
眠
り
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。疲
れ
た
ら
、す
ぐ
に

車
を
止
め
て
十
分
な
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
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人
に
よ
り
襤ら
ん
ろ褸

で
あ
ろ
う
布
た
ち
を
時
を
繋
ぎ
て
パ
ッ
ク
の
出
来
る

小
山
　
和
代

大
学
の
合
格
決
ま
り
教
え
来
る
沙
也
加
の
笑
み
は
幸
分
け
く
る
る

玉
井
か
を
る

土
手
の
辺
に
寒
さ
に
耐
え
し
南
高
梅
ほ
の
か
に
紅
く
蕾
ふ
く
ら
む

西
岡
美
智
子

寝
た
き
り
に
な
り
た
く
な
い
と
母
が
言
い
寒
風
吹
く
も
リ
ハ
ビ
リ
励
む

庵
戸
真
知
子

増
築
の
工
事
ガ
ー
ド
に
囲
ま
れ
て
術
後
に
覗
く
空
の
狭
か
り

仲
田
美
智
子

音
も
無
く
降
る
小
雨
今
は
た
だ
み
か
ん
の
山
の
雪
を
と
か
し
て

北
垣
　
鈴
子

チ
ャ
チ
ャ
丸
と
歩
き
し
道
を
手
操
り
つ
つ
歩
幅
揃
え
て
寒
風
の
中

曽
根
　
邦
子

娘こ

の
婚
の
記
念
樹
な
り
し
背
戸
の
梅
今
日
の
日
和
に
ふ
ふ
む
紅

奥
田
　
房
子

幽か
そ

か
な
る
生
き
ざ
ま
な
れ
ど
土
と
共
に
暮
ら
す
一
日
を
日
記
に
し
る
す

松
原
　
昌
子

お
前
も
か
諦
め
か
け
し
福
寿
草
十
日
遅
れ
の
力り

き

ん
だ
蕾

野
尻
　
　
功

土
佐
の
海
な
ん
ぼ
何
で
も
こ
の
二
月
波
と
た
わ
む
れ
寒
く
は
な
い
か

中
西
　
　
優

愛
ほ
し
き
表
情
も
ち
て
野
仏
の
肩
よ
せ
合
へ
り
菜
の
花
の
径

和
田
　
路
子

今
ま
さ
に
沈
ま
ん
と
す
る
太ひ
陽
は
西
山
を
茜
の
な
か
に
黒
く
沈
め
て

深
海
三
千
代

い
ち
早
く
大
黒
柱
が
風
邪
ひ
き
ぬ
代
わ
れ
ぬ
も
の
か
ま
ど
ろ
し
き
日
々

谷
口
　
弘
子

山
百
合
短
歌
会
詠
草

晴れわたる空のよ
うな、笑顔のために。

新規職員を募集しています！
■募集対象（※初心者・経験者を問いません！）

　・介護職員　15名
� （初心者でも丁寧に指導します）

　・看護職員　 3名（准・正不問）

【お申し込み・お問い合わせ先】
  社会福祉法人　博愛会
  　ひだか博愛園みちしお
  　ゆら博愛園
  　人事担当　☎ 29・3181
　　　　　　　　　　（代表）

義援金等の詐欺に
　　　　　ご注意ください！
　東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）に便乗
して、実在する団体の名を騙り、被災者支援のための
募金等と称して、特定の口座に振り込ませようとする
などの詐欺容疑事案の相談が寄せられています。

　募金を求める電話等があった
場合には、直ちに振り込んだりす
ることなく、相手方をよく確認しま
しょう。
　もし不審な電話等があった場
合には、警察への通報・相談をし
ましょう。
御坊警察署（☎２３・０１１０）
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●
8
日（
火
）

﹇
対
象
﹈妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
と
保
護
者

◎
受
付
／
9
時
30
分
〜
11
時

●
21
日（
月
）　

13
時
〜
16
時　

﹇
費
用
﹈無
料

●
15
日（
火
）　

10
時
〜

●
15
日（
火
）

◎
時
間
／
14
時
〜
15
時
30
分

﹇
内
容
﹈ス
ト
レ
ッ
チ
、初
級
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
、筋
力
ト

　
　
　

レ
ー
ニ
ン
グ

皆様に支えられまして、ひだか博愛園みち
しおも開設して7年が経過いたしました。
ひとえに地元の方のご理解・ご協力の
賜物と感謝しております。皆様のご家族
様、ご友人様で、介護についてご検討さ
れておられましたら、お気軽にご相談くだ
さい。よろこんで対応いたします。通所介
護や訪問介護もまだまだ受付募集致し
ておりますのでお気軽にご相談ください！

社会福祉法人　博愛会
理事長　小林　隆弘

和歌山県日高郡日高町阿尾646
TEL 0738-64-8008   HP http://www.hakuaikai.net

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

特
設
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

特
設
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

日

高

町

中

央

公

民

館

子

育

て

広

場

子

育

て

広

場

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

●
6
月
7
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
20
年
9
月
、10
月
、11
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

3

歳

児

健

診

3

歳

児

健

診

お

は

な

し

の

会

お

は

な

し

の

会

日
高
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

運

動

教

室

運

動

教

室

●
16
日（
水
）

﹇
対
象
﹈H
23
年
12
月
16
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

H
24
年
1
月
31
日
生

　
　
　

H
23
年
6
月
16
日
〜
7
月
31
日
生

◎
受
付
／
12
時
30
分
〜
13
時
20
分

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

●
24
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
21
年
10
月
、11
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

2

歳

児

健

診

2

歳

児

健

診

●
28
日（
月
）

﹇
対
象
﹈2
歳
児
か
ら

◎
受
付
／
9
時
45
分
〜
10
時

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

HDK3-061
長方形
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掛金全額を所得から控除。
　　年最高81万6千円の社会保険料控除

受け取るときも公的年金等控除。
　　他の公的年金等とあわせて120万円まで
　　非課税（65歳以上の場合）
万一のときの遺族一時金も非課税。
　　相続税も贈与税も掛かりません

和歌山市吹上 2－1　和歌山県国民年金基金
☎01 2 0 ‒ 6 5 ‒ 4 1 9 2

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 6/1 2

4/29 30 5/1 2 3 4 5

3 4 5 6 7 8 9

暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 
日 　 　 　 月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金 　 　 　 土 　  

2012年5月
May

※印の詳細は、26ページのインフォメーションをご覧ください。

・資源ごみ

・複雑ごみ

・複雑ごみ

・2歳児健診※
 （対象：H21年10月、
  11月生）
  （ふれあいセンター）

・3歳児健診※
 （対象：H20年9月、
  10月、11月生）
  （ふれあいセンター）

・軽自動車税
  全期分納期限

・子育て広場※
  （対象：妊婦および乳
幼児と保護者）
 （ふれあいセンター）

・親子ふれあい教室※
  （ふれあいセンター）

・町内ペタンク大会
  （若もの広場）

・献血
  （日高博愛園みちしお、
JAグリーン日高本部）

・資源ごみ

・大型ごみ
 （田杭・阿尾・産湯・
小坂）

・大型ごみ
 （比井・津久野・小浦・
方杭・小杭・柏）

昭和の日 振替休日 憲法記念日 みどりの日 こどもの日

・特設人権相談・行政
相談・心配ごと相談
  合同相談所開設※
 （ふれあいセンター）

・運動教室※
 （農改センターほか）
・おはなしの会※
 （中央公民館）

・4か月児、10か月児健診※
 （対象：H23年12月16日～
H24年1月31日生、H23年
6月16日～7月31日生）
 （ふれあいセンター） 
・小型プラスチックごみ

・小型プラスチックごみ ・固定資産税
  第1期分納期限

HDK3-061
長方形
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広
  報

  ひ
だ
か
 2012.5　

vol.175
〒
6
4
9
-1
2
1
3
 和
歌
山
県
日
高
郡
日
高
町
高
家
6
2
6
 

日
高
町
役
場
 総
務
政
策
課
　
T
EL0

7
3
8
-6
3
-2
0
51（
代
） 

TOWN information 

町の人口と世帯 

平成24年3月31日現在
人　口 7,809人
　男 3,710人
　女 4,099人
世帯数 2,910戸

日
高
町
民
憲
章 

　

人
が
町
を
つ
く
り 

　
　
　
　

町
が
ひ
と
を
つ
く
る 

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し 

　

快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し 

　

心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み 

　

健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
知
恵
を
出
し　

汗
を
流
し 

　

活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち　

ふ
れ
あ
い
を 

　

大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

　上記の「特別優待割引券」を切り取っ
て、温泉館の受付でご提示いただくと、入
館料が300円になります。
　なお、温泉館の受付にも「特別優待割引
券」をご用意しておりますので、ご希望の
方は受付でお申し出ください。

温泉館「海の里」みちしおの湯 

日高町にお住まいの60歳以上の方を対象に、
　　　　　　　　　　　割引サービスを実施中！

日高町方杭100番地　☎ 64・2626 
ふ ろ ふ ろ 

あったか温泉300円で入れます！

特別優待割引券
本券1枚につき1名様有効　有効期限：平成25年3月31日

300円

特別優待割引券
本券1枚につき1名様有効　有効期限：平成25年3月31日

300円

特別優待割引券
本券1枚につき1名様有効　有効期限：平成25年3月31日

300円

たかあ たか温泉ったかあったか温泉泉

しあわせが満ちてくる温泉館「海の里」

日高町にお住まいの

60歳以上の方に限り

みちしおの湯

しあわせが満ちてくる温泉館「海の里」

日高町にお住まいの

60歳以上の方に限り

みちしおの湯

しあわせが満ちてくる温泉館「海の里」

日高町にお住まいの

60歳以上の方に限り

みちしおの湯


